






要約 ステロイド抵抗性ネフローゼ症候群5例に計9クールの大量ガンマグロブリン療法を

試み,4 クールにおいて尿蛋白量が投与前の 50%以下に減少した。アンケート調査を行い 5

施設から計 16 例の報告を得た。計 22クール中,9 クールにおいて尿蛋白量が投与前の 50%

以下に減少した。本療法の腎疾患に対する適応および作用機序は未だ不明であり,今後さら

に検討が望まれる。 


